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l

●

発
信
会
議
土
偶
と
黒
曜
石
テ
ー
マ
に

長
野
県
と
山
梨
県
の
八
ヶ
岳
を
中
心
に
展
開
し
た
縄
文
文

化
を
世
界
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
え
っ
！

縄
文
っ
て
こ
ん
な
芯
す
ご
い
の
か
！
Ⅲ
」
が
2
1
日
午
後
1
時

か
ら
、
茅
野
市
民
館
マ
ル
チ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
山
梨
県

で
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
携
わ
っ
た
元
県
職
員
ら
が
づ
く
る

ノ
　
「
一
般
社
団
法
人
縄
文
文
化
発
信
会
議
」
の
主
催
で
、
諏
訪

地
域
の
専
門
家
ら
も
登
壇
。
小
説
家
の
夢
枕
猿
さ
ん
、
諏
訪

市
出
身
の
落
語
家
古
今
亭
雛
菊
さ
ん
も
出
演
す
る
。（

前
田
智
威
）

夢
枕
狭
さ
ん
、
古
今
亭
雛
菊
さ
ん
も
出
演

土
偶
と
黒
曜
石
を
主
な
テ
ー
マ

と
し
て
、
基
調
講
演
を
元
九
州
国

立
博
物
館
長
の
三
輪
嘉
六
さ
ん
、

山
梨
県
立
考
古
博
物
館
長
の
高
橋

2
1
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
P
R
す
る
宮

坂
さ
ん
、
長
澤
さ
ん
、
鵜
飼
さ
ん
、
高

見
さ
ん
（
右
か
ら
）
＝
4
日
、
茅
野
市

龍
三
郎
さ
ん
に
続
い
て
諏
訪
湖
博

物
館
前
館
長
の
宮
坂
清
さ
ん
が
務

め
る
。
宮
坂
さ
ん
は
「
黒
曜
石
が

日
本
の
産
業
の
流
通
の
基
礎
を
作

っ
た
」
の
演
題
で
、
「
北
海
道
に

ま
で
信
州
産
の
黒
曜
石
が
運
ば
れ

て
い
る
理
由
の
ヒ
ン
ト
を
話
し
た

い
」
と
意
気
込
む
。

2
回
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

は
神
長
官
守
矢
史
料
館
長
の
鵜
飼

幸
雄
さ
ん
、
大
昔
調
査
会
理
事
長

の
高
見
俊
樹
さ
ん
、
井
戸
尻
考
古

館
長
の
小
松
隆
史
さ
ん
な
ど
が
参

加
。
鵜
飼
さ
ん
は
「
国
宝
の
土
偶

が
二
つ
も
茅
野
に
あ
る
こ
と
の
背

景
を
黒
曜
石
か
ら
考
え
た
い
。
ナ
」

の
機
会
に
茅
野
の
土
地
の
良
さ
を

改
め
て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
し
て

いる。古
今
亭
雛

ん
は
縄
文
文
化

を
題
材
に
し
た
新
作
落
語
を
披
露

し
、
縄
文
文
化
に
詳
し
い
夢
枕
さ

ん
は
露
文
の
神
の
正
体
」
の
タ

イ
ト
ル
で
公
開
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
る
。
縄
文
文
化
発
信
会
議
は
昨
年

8
月
に
発
足
し
、
山
梨
県
で
の

1
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
東
京

で
の
サ
ロ
ン
な
ど
を
開
催
し
て
き

た
。
代
表
理
事
の
長
澤
宏
昌
さ
ん

（
6
9
）
＝
笛
吹
市
＝
は
優
れ
た
土

器
の
造
形
や
争
い
ご
と
の
少
な
さ

し
、
「
世
界
中
で
も
稀
有
な
文

化
の
ト
サ
ブ
中
の
ト
ッ
プ
が
こ
の

地
域
」
と
強
調
。
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
地
域
住
民
が
「
自
分

な
り
の
考
え
や
ロ
マ
ン
を
持
つ
ヒ

ン
ト
寵
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る。。姦
加
に
は
事
前
申
し
込
み
が
必

要
。
参
加
料
1
0
0
0
円
（
高
校

貰
下
層
）
。
申
し
込
み
は
Q
R

コ
ー
ド
か
ら
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
。
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